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1．はじめに

　PBL（問題解決学習：Problem Based Learning 

［以下Problem－BL］または プロジェクト学習：
Project Based Learning ［以下Project－BL］） は，
いずれもアクティブラーニングとしての授業展
開ができる指導法であり，学習指導要領の改訂
に伴う授業改善のための手法の一つといえる。
平成 30 年 8 月に金沢工業大学で行われた PBL

研修に参加し，Project－BLについて学び，こ
れをヒントに教科指導に PBLを取り入れた授
業改善を試みた。

2．PBL研修の概要

⑴　日程
　研修日程は，表 1の通りである。プロジェク
ト活動Ⅰ・Ⅱは，いずれも PBLの実習である。
内容は，金沢工業大学の学生が受講している「プ
ロジェクトデザイン」の内容を短縮して一通り
行っている。プロジェクト活動Ⅲは，評価法の
実習である。そのほかに，科学技術者倫理と新
学習指導要領に関する講義，過年度受講者によ
る PBLの実践事例の発表を聴講した。

⑵　PBLについて
　Project－BLは，教育学者デューイの学習理
論に基づき，キルパトリックが提唱したプロジ
ェクト・メソッドを起源とする学習法である。
学習者が自ら課題を発見し，それを解決する過
程を学びとする学習活動であり，教師主体で授
業が進められていく系統学習と対比される。
⑶　PBL研修で学ぶプロセスの範囲
　図 1に企業における一般的なものづくりのプ
ロセスを示した。PBL研修で学ぶプロセスは
この中の「コンセプト作り」（コンセプトモデ
ル・小スケールサンプル）の初期の部分のみを
行っている。

⑷　プロジェクト活動の進め方
　5～ 6人でグループを作り，ファシリテータ
ー（進行役）がそれぞれのグループに配置され
る。教師が担当するファシリテーターは，グル
ープ活動を進める役割を持つが，グループのメ
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表1　PBL研修の日程
図1　�ものづくりのプロセスとPBL研修で取り組
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える工夫をし，また研究を客観的に見ることで，
改善点なども見出していった。高度な技術や知
識を身につけるだけでなく，それを伝えること
の難しさを学んだ。特に今回の研究では，VR

技術を用いていることで，ヘッドマウントディ
スプレイを実際に装着してみれば，一目瞭然の
ことであるが，多くの聴衆一人一人にそれを体
験してもらうことは不可能であり，プレゼンテ
ーションの中で，どのように伝えればよいのか
試行錯誤し，工夫を重ねた。また，生徒にこの
プロジェクトの中で，何が身についたかを尋ね
てみると，プレゼンテーション能力，問題解決
能力，コミュニケーション能力，スケジュール
管理と答えた。プロジェクト当初，運営指導委
員の方に同じ質問をされた際，自分自身が何に
取り組み，どんな力が身についたのか自己分析
ができていなかったため，あまりうまく答える
ことができなかったが，プロジェクト終了時に
は，どんな技術や能力が自分に身についたのか
自己分析することができるようになっていたこ
とは大きな成果である。

6．第28回全国産業教育フェア
　先に記載した通り，プロジェクト 3年目の北
海道高等学校工業クラブ大会課題研究発表大会
の結果，翌年の第 28 回全国産業教育フェアに
参加し，発表することとなった。当該生徒は卒
業しているため，プロジェクトは終了していた
が，その年度の 3年生が引き継いで発表するこ
ととなった。課題研究として，VRをテーマと
した班である。自分たちの課題研究を進める傍
ら，前年度の作品や発表資料などを参考に，発

表練習を重ねた。当初は，前年度の発表をその
ままやればと高を括っていたが，実際に発表練
習を始めてみると，自分たちでやったことでは
ないために伝達や表現に苦慮することが多々あ
った。ここでもまた，どのように発表すれば伝
わるのかを考え，工夫する必要があった。結果
としては，自分たちが現在研究している内容も
加え，その背景に先輩達が作ったものがあると
いった流れで発表することになった。この全国
大会での発表が，全国の高校での取組を知り，
刺激を受け成長へとつながる良い経験となった
ことは言うまでもない。

7．おわりに
　今回のプロジェクトでは，直感的なコンピュ
ータ操作環境の構築というテーマに VR技術に
よる没入感を加え，仮想空間においてコンピュ
ータを直感的に操作する研究を行った。あくま
でも基礎研究であり，これがそのまま何かに使
えるものではない。しかし，その研究を行う上
で，生徒が学び，身につけたものは実に多かっ
た。多くの発表の機会をいただき，発表を終え
るたびに伝える力が向上した。課題にぶつかる
度に，自ら考え判断しながらそれを解決し，技
術や知識を積み重ねることができた。
　常に進化し続ける情報化社会の中で，一方で
は高齢化社会も進んでおり，誰もがより簡単に，
直感的にコンピュータを使うことができる環境
が求められている。また，IoTや AIなどの技
術革新により，社会は大きく変化しようとして
いる。今後も進化し続ける情報化社会を支える
技術者を育てるため，基礎基本を大切にしなが
らも新しい技術に挑戦していくことができる力
を生徒に身につけさせたいと考えている。
　最後に，連携・技術協力をいただいた公立は
こだて未来大学，北海道情報専門学校，運営に
あたり指導・助言をいただいた運営指導委員の
皆様，そして生徒の活動に関わっていただいた
多くの皆様に感謝申し上げます。

図3　アプリケーション実行中
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ンバーが取り組む課題に対する解答を与えては
いけないというルールの中で授業を進める。
　活動は大まかに，「テーマ決め」→「課題決め」
→「解決のコンセプト提案」→「コンセプト制
作」→「発表」の流れで進められるが，一つ一
つのプロセスごとに詳細なチェック，分析，評
価を行うため，活動の大半がそれらに費やされ
る。PBL活動では，予想以上にプランニング，
情報収集，分析，評価，プレゼンテーションの
スキルが求められ，いずれの能力が欠けていて
も設定された課題の作成が困難になるほか，与
えられた時間内の完成が難しくなる。
　今回の研修で私の所属するグループは，「地
域・学校のブランド創生」というメインテーマ
のもと，学校のブランドづくりに挑戦した。「企
業が求める人材像」を周知し，それに特化する
部分を学校のブランドとする構想から，保護者
をターゲットとするリーフレット（写真 1）を
制作した。

⑸　評価法について
　プロジェクト活動Ⅲでは，グループ活動の作
業や提出されたレポート，成果品，ポスターな
どを公平かつ客観的に評価するための，評価基
準表（ルーブリック）を用いる手法を学んだ。
この評価法は，多様な解がある学習活動のパフ
ォーマンス評価が可能であり，また，観点別評
価との相性も良く，活用できる機会は多い。
⑹　2つの PBL

　研修で学んだ PBL（Project－BL）は，生徒
が課題を決定する学習活動であるため，教師が
あらかじめ予想した成果内容にならないことが
多く，基礎・基本の習得を目指す教科指導向き
ではない。また，十分な時間をかけて行われる
べき手法であることから，学科・学校単位での
指導計画やカリキュラムマネジメントが必要で
あり，実施までのハードルは多い。高校におけ
る Project－BLの実践事例の多くが，総合的な
学習の時間や課題研究の中で行われているの
も，成果品を仕上げることを目指して問題解決
を進める活動との親和性が高いためである。
　一方，もう一つの PBLは教科指導での実効
性が期待できる。問題解決学習（Problem－
BL）は，医学教育の分野で採用されてきた手
法である。例えば患者の訴え・症状から問題点
を明らかにし，基礎的に習得した知識に加え，
必要な事柄について調べまとめ，治療の方針を
決めるという一連のプロセスから統合的な知識
を習得する学習活動である。Problem－BLと
Project－BLは，その授業方法に共通点が多く
あり，また，Problem－BLは工学の教育分野
にも適用できるため，これを授業に取り入れ授
業改善を試みた。

3．授業改善へのアプローチ

⑴　授業改善のねらい
　自身の授業を見直すにあたり，まず，自分が
進める授業のテーマを決めることにした。その
授業を通して生徒に何を伝え，何を到達点とす
るかについて考え，それを達成するために，生
徒にどのようなスキルを身につけさせる必要が
あるかまとめてみた。これは，本来，学校・生
徒の実情や卒業後の進路，家庭・地域からの要
望や学校の経営方針・指導計画などを踏まえた
上で検討すべきところである。今回は，対象を
電気電子科の 3年生に絞り，より具体的なテー
マにした（表 2）。また，テーマ実現のため，生

写真1　�PBL研修の中で完成した成果品（学校

案内のリーフレット）
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徒に身につけさせるスキルについても整理した。
⑵　準備
　次のクラスで実施した。
　　対象：電気電子科 3年生（10 名）
　　教科名：電力技術（2単位）
　全員で 10 名（男子）のクラスである。家庭
で学習する習慣はほとんどなく，基礎学力の定
着が課題とされた生徒が大半を占める。
　まず，生徒が自分で学習を進める基盤をつく
るため，自分で情報を収集し，分析・整理・ま
とめる作業学習をさせた。教科に関わる課題プ
リントを使い授業の準備（予習）をさせて，次
の時間に調べた内容について教師が説明すると
いう授業に切り替えた（写真 2）。プリントで
取り組ませる課題のほとんどは，教科書で調べ
ることができる内容だが，1～ 2問は使用する
教科書だけでは答えにたどり着けない事柄を含
めており，インターネットで情報検索する機会
も与えるようにした。
　この授業中の「予習」を行うことにした理由
は 2つある。第 1に，家庭学習の習慣がない生
徒に，予習して授業を受けるという経験をさせ
ることで，予習が授業への理解へとつながると
いう体験をさせる。第 2に PBLの授業を進め

る上で不可欠な情報リテラシー教育の機会を与
える。あえて「予習」を家庭学習の課題にしな
いことで，やらない生徒が PBLの導入部分で
つまずいてしまうことを避けるねらいがある。
　このクラスの生徒全員がスマートフォンを持
っているが，利用の用途は SNS・ゲーム・メ
ディアプレイヤーであり，情報検索での利用を
普段行わない生徒が多い。中には全く行ったこ
とがない生徒もいるため，情報検索の知識やス
キルの練習から取り組ませた。校内のルールで
は，携帯電話・スマートフォンの電源を切る決
まりになっているため，授業時間中に取り組む
課題に限定して，情報検索のための利用を認め
た上で授業を進めた。
　また，「予習」と同じ調べ学習でも，5人グル
ープで役割を分担して調査するグループワーク
や，調べたことをまとめ，資料を作成・発表す
る機会（写真 3）を授業実施時数の 3分の 1程
度を使い取り組ませた。6月中旬からこの手法
に切り替え，6ヶ月程度の時間（40 時間程度）
を使い，PBLの授業に取り組む準備をした。
⑶　PBL（Problem－BL）の実施
　1月からは「電気鉄道」の単元で 6時間使い，
過去に発生した鉄道事故を題材に，事故再発防
止をテーマに PBLを実施してみた。なお，実
施するにあたっては，「電気鉄道」の単元を一
通り授業で解説した上で始めた。
　5人ごとのグループに分かれ，次の手順で作

写真2　調べ学習「予習」

表2　�授業のテーマと生徒に身につけさせる　　

スキル
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業を進めた。
①　原因の分析（3 時間）
　まず，事故に関する様々な情報を整理し，事
実に基づく複数の原因を KJ 法で整理させた。
また，事故調査の報告からそれぞれの原因が事
故とどう関わっていたのかを分析させた。事故
原因の分析結果は中間報告としてグループごと
に発表させた。
②　背景にある問題点とその対策の提案（2 時間）
　事故の原因の分析結果から，その原因の背景
にある問題点を調査・討論させた。複数ある問
題点に関する事故再発防止に向けた対策の提案
をグループで協議させ，報告書をメンバーで分
担して作成させた。
③　発表（1 時間）
　メンバーの報告書をグループごとに整理し，
集約した結果を発表させた。
⑷　PBL の準備から実施までに生じた課題
　情報源がインターネットである以上，出典が
同じ場合が多く，内容や結論が似てしまう場合
がよく見られた。取り上げるテーマや出題の内
容に，作成者のオリジナリティを含められる要
素を盛り込むことで改善を図りたい。

　また PBL の授業では，生徒が問題点を明確
化する場面で苦労していた。時間の制約で十分
な検討がなされないうちに決定してしまったグ
ループもあり，ここにあと 1 ～ 2 時間割り当て
れば，内容がより深まると考えられる。

4．PBLを導入してみて

　PBL を実施する時間よりも準備期間に多く
の時間を費やしたが，これは生徒の能力などの
状況により短縮できる。情報リテラシー教育の
ように，ほかの教科で指導できる項目もあり，
他教科との授業連携を行うと，PBL に取り組
める時間数をより多く確保できる。
　PBL（準備期間を含む）を教科指導で行うに
あたり心がけたことの一つは，作業をできるだ
けコンパクトにすることである。PBL は取り
扱うテーマによっては，実施期間が長期間に渡
るため，このような時でも，1 ～ 2 回の授業で
作業が一区切りになるように配慮すると，振り
返りに費やす時間を節約でき作業に無駄がなく
なるうえ，評価もつけやすくなる。
　また，提出課題の評価基準表をあらかじめ配
布すると，課題に対して目標の到達を意識して
取り組む様子が見られるようになる。基準をク
リアできる生徒が増え，能力向上も期待できる。
　授業を進める上での課題は多いが，今後とも
継続し，より有効な方法を模索していきたい。

5．謝辞

　PBL に出会う機会を与えてくださった，独
立行政法人教職員支援機構，金沢工業大学，岩
手県教育委員会ならびに関係する皆様に深謝申
し上げます。
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